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報道記者の光太郎さん（65歳）は今年定年を迎えます。長年、海外出張ばかりで、不規則な生活を送ってきま
したが、充実した日々でした。
ある朝、いつものように新聞を手に、煙草を吸いながら、光太郎さんがつぶやきました。
「あれ？今日は何だか新聞が見づらいぞ、また老眼鏡が合わなくなったのかな？」
目には自信のあった光太郎さん。不安そうに眼鏡を磨き始めました。
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ある晩、光太郎さんは、いつものように会社で原稿を書き始めました。ところが、何だか見え方がおかしいよ
うです。慌てて、片眼ずつ見比べた光太郎さんは、右眼では、罫線が歪んで見える事に気づきました。デスク
の縁、窓の枠、部下の顔も・・・窓の外を見てみると、右眼だけだと、ビルがぐにゃっと曲がって見えるでは
ないですか！
驚いた光太郎さんは、さっそく翌朝、奥さんを連れ立って近くの眼科を受診しました。眼科では、いろんな器
械を使った検査が始まりました。やはり、右と左では結果が違うようです。
これからまた別の部屋で検査が続くようです。どんな検査をするのでしょうか？
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先生は検査の写真などをみせながら詳しく説明をしてくれました。
どうやら、最近では色々な治療法で、病状を進行させないように出来るようです。
治療はつらいのでしょうか、光太郎さんは不安そうです。
「では、治療は３日後です。外来治療ですからその日の内に帰れますよ」
「先生、見えるようになりますか？」
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医師は、光太郎さんの眼球に注射の治療をしました。緊張しましたが、思った程痛くはありませんでした。
1カ月後、再検査で経過が良くなっていることを医師から聞きました。ほっと一安心です。
でも、どうやら治療はずっと続くようです。
医師は光太郎さんと奥さんに言いました。
「今、この病気になる方は、とても多いのです。生活習慣も改善した方が良さそうですね。」
